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医科学研究方法論演習Ⅶ

Methods for Medical Science Research Ⅶ 　

2 不定期 ･不定期

　 講義 必修科目（全学セミナー）

非該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(医科学)･医科, ＭＳ２５カリ(医科学)･医科, ＭＳ２４カリ(医科学)･医科, ＭＳ２３カリ(医科学)･医科

【医科学】基礎医学および臨床医学に対する基本的知識、技能 自らの専門とする領域、分野の周辺領域、分野における基本的
および技術を修得し、自主的に検討することができる。 知識を習得し、医科学の大きな潮流について理解する。

⇔

【医科学】豊かな人間性とコミュニケーション能力を身につけ、 自己研鑽に有用と考えられる講演，討論を聴講し，質疑・討論
国内外に自らの成果を発信できる。 を行うことができる。

⇔

【医科学】生涯にわたって課題を探求し、自らの能力・専門性 異なる分野の研究の進め方、論理構成について体感し、将来、
を高めることができる。 異なる分野に進んだ場合の準備とする。

⇔

【医科学】幅広い知識を基盤とし、最新情報を収集・分析する 異なる分野の研究の進め方、論理構成について体感し、自らの
ことにより、社会のニーズに適応した行動をとることができる。 研究の進め方を修得する。

⇔

(2)授業の概要 医学部、医学部附属病院で教職員に配信される公開のセミナー、研究会，勉強会に参加し、自らの専門
とする領域、分野の周辺領域、分野における基本的知識を習得し、医科学の大きな潮流について理解す
る機会を持つ。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

医学部，医学部附属病院の各診療科，研究室中央診療部門が開催するセミナー等で，自己研鑽に有用と
考えられる講演，討論を聴講し，自らの専門とする領域、分野の周辺領域、分野における基本的知識を
習得し、医科学の大きな潮流について理解する。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

異なる分野の研究の進め方、論理構成について体感し、自らの研究の進め方の参考とするとともに、将
来、異なる分野に進んだ場合の準備とする。

(5)授業計画 医学部、医学部附属病院の各診療科、研究室中央診療部門が開催するセミナー等の情報を配信するので、
その中から自ら適切なもの、興味深いものを選び、出席、聴講する。

(6)授業の進め方 医学部、医学部附属病院で全職員に配信される公開のセミナー、研究会、勉強会に参加し、講演等を聴
講し，質疑・討論を行う。担当教員に聴講の確認印をもらった上で、聴講後、当該セミナーのサマリー
を作成し、指導教員に提出する。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

所定の出席記録簿にセミナー等の主催者のサインを受けること。当日サインを貰えなかった場合は、数
日以内に大学院係に出席した旨を申告し、確認を依頼すること。

(8)成績評価の方
法

10回以上のセミナーに出席した上で、出席したセミナーについてサマリーを提出し、指導教員が以下の
基準に従って採点し、集計する。その平均点が60点を超えていれば合格とする。

(9)成績評価の基
準

各セミナーのサマリーについて、(i) 問題の理解が適切であり，(ii) その問題の背景を説明できており
，(iii) その問題にどのような課題があるのかを把握できており，(iv) それらの課題に対して既存の学
説が提示する解決法を知悉しており、(v) その上で自分の見解を提示できていれば「卓越している（秀
）」。(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある（優）」。４項目までできていれば「
やや上にある（良）」。３項目までできていれば「水準にある(可)」。

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

修士課程委員会が対応する。

【テキスト，教
材，参考書】

指定しない。


